
DeepLearningによるSNS投稿画像分析
と観光客の潜在的ニーズ発見への応用
背景

目的

・茅野市観光客数の伸び悩み

【取組み】
・深層学習を用いたSNS投稿画像分析手法を提案

・提供側が注力する観光資源と
来遊者側の興味対象に相違？

・実際に足を運び、見たもの、体験した情報を持つ

・来遊者目線での地域特性の
把握が重要 0
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図1 長野県茅野市の観光客数推移図

SNS情報の活用

・画像情報は、撮影者の興味対象が写っている
・投稿画像から来遊者に興味を与える地域特性を分析

・諏訪市、茅野市、松本市のSNS投稿画像で地域特性を分析

SNS投稿画像から来遊者に興味を与える地域特性の分析

・外国人のSNS投稿画像から外国人観光客の興味対象を分析



方法

実験

Logistic regression analysis

・茅野市：3638枚
・諏訪市：3215枚
・松本市：10283枚

※属性が既知な画像のみピックアップ

画像共有サイトFlickr

茅野市 松本市諏訪市

１．SNS投稿画像を収集し、
地域毎に分類

３．ロジスティック回帰分析
を用いて判別スコアから
地域特徴となるTagを抽出

２．Image2Tagにより
画像を言語特徴量に変換

Image2Tag

[tree,
bench,
road,
grass]

画像情報を物体ラベル群に変換

引用：https://arxiv.org/abs/1210.5644
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図2 分析手法のフロー

各地域で識別に有効なTag
及び有効度の抽出が可能

【分析内容】

【収集画像内訳】
日本人1725枚、外国人287枚
日本人2611枚、外国人205枚
日本人4911枚、外国人1623枚

１．地域毎の特徴分析
→茅野市、諏訪市、松本市
で分析

２．外国人観光客の特徴分析
→収集画像を日本人と外国人投稿で分類し、提案手法に適用
→外国人興味対象の分析及び投稿画像の撮影位置情報から
インバウンド対策を考察



結果
【１．地域毎の特徴分析結果】

□枠：各市の有名な観光資源を表すTagが抽出→手法の有効性確認

Tag:fireworks
諏訪湖花火大会の画像

Tag:festival
御柱祭りの画像

表1 ロジスティック回帰分析結果
Tag:snow,雪山登山画像

Tag:table, そば画像

Tag:pagoda, 松本城画像

□枠：松本市ではアクティブなTagが抽出→他との特徴的な違い
【２．外国人観光客の特徴分析結果】

表2 外国人投稿画像の分析結果・日本人投稿と外国人投稿の画像で分析
・外国人投稿での特徴的なTagとして山遊び
に関するTagが抽出→外国人の興味対象

・茅野市にある山遊び可能なスポットで、
外国人が訪れていない箇所を発見

茅野市投稿画像の
位置情報(日本人)

茅野市投稿画像の
位置情報(外国人)

北八ヶ岳
PRすることで
外国人観光客の
増加が期待

投稿画像の
撮影位置情報
各市で推薦する
観光名所
(市のHPより抜粋)


